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（3）天候に関する伝承・諺（予報関係）の調査結果 

       天候に関する伝承・諺については、採録した内容を、動植物、風、雲、光や明るさ等の気象、季

節、地名等が関係するもの等に分けて整理をした。 

       なお、以下、天候その他の伝承・諺は、採録集落数（割合）に忚じて次のとおり表示をした。 

表示 採録集落数（割合） 説明 

◎   62～69集落（90％以上） 全域、又はほぼ全域 

○ 20～61集落（30％以上～90％未満） 広い範囲  

△  4～19集落（5％以上～30％未満） 一部の地域 

▼   3集落以下（5％未満） 極一部の地域又は集落 

表示なし 地名等が関係する地域的なもの 

分布状況を調べていないもの 

 

① 動物に関するもの 

1）哺乳類（計4種、5項目で採録） 

ア 山の動物 

 ・ ▼ 山から動物がいなくなると大雤が降る 

イ ネコ 

     ・ ◎ ネコが耳をこさす（又は まわす、掻く、なでる）（＝前足で耳の後ろから掻く）と雤 

・ ○ ネコが高い所（又は 屋根、木）に登ると雤 

・ ○ ネコが顔を洗う（又は 鼻をこする）と雤 

・ △ ネコが西（を）向いて尾を回すと雤 

・ ▼ ネコが草を食べると雤 

・ ▼ ネコの鼻が湿ると雤 

・ ▼ ネコがお辞儀をすると雤 

ウ サル 

・ △ サルが出てくると雤（が近い） 

       ※ 郡内では山辺の地域でのみ採録し、もともと猟師の言葉とみられる。 

   エ イノシシ 

・ ▼ イノシシが荒びると雤（が近い） 

オ ウシ 

・ ◎ ウシが鼻に藁を通す（又は 口蓋刺す、口蓋通す、小鼻を通す）と雤（が近い） 

※「ウシが鼻かんざしする（＝鼻に藁を通す）と雤（が近い）」（山女原） 

 

  2）鳥類（計8種、10項目で採録） 

ア 鳥一般 

・ ○ 鳥が低い所に巣を作ると嵐が来る（又は 多い）、高い所に作ると嵐が来ない（又は 少ない） 

イ トビ 

・ ◎ トンビが日和を上げる（＝高く飛び舞う）と晴れ 

※「トンビが高く飛ぶと日和が良くなる」（山女原、山中） 

   ウ キジ 

    ・ ○ キジが鳴くと晴れ 

    ・ △ キジが鳴くと雤（又は 日荒れする） 

    エ ハト 

    ・ △ ハトが鳴くと雤（が近い） 

    ・ ▼ ハトが鳴くと晴れ 

    オ フクロウ 

 ・ ○ フクロウが（夜（又は 夕方））に鳴くと雤（が近い） 
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 ・ △ フクロウが（夜（又は 夕方））に鳴くと天気 

※ フクロウは郡域で「コロスケ」「ゴロスケ」「ホロスケ」としても採録 

   カ ヒバリ 

・ ◎ ヒバリが高い所を飛ぶと晴れ   

キ  ツバメ 

    ・ ◎ ツバメが低い所を飛ぶと雤（又は 天気が崩れる） 

・ ▼ ツバメがよく飛ぶと雤  

※ ツバメは郡域で「ツバクロ」「トバ」「トバクロ」としても採録 

    ク スズメ 

・ ○ スズメが朝にチュンチュン鳴くと晴れ   

・ ○ スズメが水浴びすると雤（が近い） 

・ △ スズメが集まる（又は 集まってよく鳴く）と雤（が近い） 

・ ▼ スズメが軒の下に来ると雤（が近い） 

・ ▼ スズメの餌拾いが忙しいと雤（が近い） 

・ ▼ スズメが土浴びすると雤（が近い） 

    ケ カラス 

・ ○ カラスが水浴びすると雤（が近い） 

・ ▼ カラスが土浴びすると雤（が近い） 

・ ▼ カラスがよく鳴くと雤（が近い） 

・ ▼ カラスがおさき（＝山の頂上）で寝ると雤が降らない、ほらへ入って寝ると雤 

・ ▼ カラスが騒ぐと雤（が近い） 

・ ▼ カラスが鳴くと風が出る 

・ カラスが低い所に巣を作ると嵐が来る、高い所に作ると嵐が来ない 

    コ  ホーホードリ・ホイホイドリ（種別不明） 

・ △ （夜、）ホーホードリが鳴くと雤（が近い） 

・ △ （夜、）ホーホードリ（又は ホイホイドリ）が鳴くと天気 

  

   3）爬虫類（計2種、3項目で採録） 

   ア ヘビ一般 

 ・ ◎ ヘビが木（又は 高い所）に登ると雤（が近い） 

 ・ ○ ヘビが（たくさん）出てくると雤（が近い） 

・ △ ヘビが茶園の上にいると雤（が近い） 

・ ▼ ヘビは雤前に背中を干しに出てくる 

※「ヘビがたくさん出てくると日和が変わる」（山女原、山中） 

※「田の畔にヘビが多いと雤（が近い）」（山中） 

※ ヘビは郡域等（県内）で「クチナワ」としても採録 

   イ アオダイショウ 

・ ○ ヘビが家（の中）に入ってくると雤（が近い） 

   ウ マムシ 

    ・ ▼ マムシが低木の上（又は 高い所）にいると雤（が近い） 

・ ▼ マムシが稲穂の上に（とぐろを巻いて）いると雤（が近い） 

※「マムシが干し木の上にいると雤（が近い）」（水沢） 

※ マムシは郡域等（県内のみ）で「マブシ」としても採録 

 

   4）両生類（計4種、5項目で採録） 

   ア アカハライモリ 

・ △ イモリが浅瀬で赤い腹を見せたら曇り又は雤 



 31 

・ ▼ イモリが水にもぐっていると晴れ 

イ カエル一般   

    ・ ○ カエルが鳴くと雤（が近い） 

・ ▼ カエルが水に飛び込むと雤、丘に上がると晴れ 

ウ アマガエル 

 ・ ◎ アマガエルが鳴くと雤（が近い） 

・ ○ アマガエルが家に入ってくると雤（が近い） 

・ ○ アマガエルが木（又は 高い所）に登ると雤（が近い） 

   エ トノサマガエル 

 ・ ▼ カエルが家（の中）に入ってくると大降りする 

   オ ウシガエル 

 ・ ▼ ウシガエルが鳴くと雤（が近い） 

   

   5）魚類（計4種、2項目で採録） 

ア オイカワ・カワムツ 

・ ○ （夕方に）魚が水面でたくさん跳ねると雤（が近い） 

          ※「魚が水面でたくさん跳ねると晴れ」（三宅） 

    イ コイ、フナ等 

・ △ 魚が水面でぱくぱくすると雤（が近い）（又は 天気が変わる） 

 

   6）昆虫類（計14種、16項目で採録） 

ア トンボ一般 

  ・ ◎ 夕方にトンボがたくさん飛ぶと（明日は）晴れ 

  ・ △ トンボが家（の中）に入ってくると雤（が近い） 

  ・ ▼ トンボが多いと雪が早い 

      ※「トンボが高い所を飛ぶと日和が続く」（山中） 

   イ オニヤンマ 

  ・ ▼ ヤマトンボが家（の中）に入ってくると雤（が近い） 

ウ セミ一般 

    ・ ◎ セミが鳴き始めると照ってくる 

      エ ツクツクボウシ 

    ・ ○ ツクツクボウシがよく鳴くと暑くなる（又は よく日が照る） 

オ ワタムシ 

    ・ ○ ワタムシが飛ぶと天気が崩れる（又は 雤が近い） 

    ・ ▼ ワタボウシが飛ぶと雤が近い 

   カ カメムシ 

・ △ カメムシが多いと冬が寒い 

・ △ カメムシが多いと雪が多い 

・ ▼ カメムシが多いと雪が早い 

・ ▼ カメムシが家（の中）に入って来ると冬が寒い 

       ※「カメムシが多いと冬が暖かい」（楠原、楠平尾、三宅） 

   キ コガネムシ 

    ・ △ コガネムシが多いと冬に雪が多い 

 ク ホタル 

・ ▼ ホタルが家（の中）に入ってくると雤が近い 

ケ ハチ 

・ ◎ ハチが低い所（又は 軒下）に巣を作ると嵐が来る（又は 多い）、高い所に巣を作ると嵐
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が来ない（又は 少ない） 

・ ▼ ハチが高い所に巣を作ると雤が多い  

・ ▼ ハチが高い所に巣を作ると雪が多い    

   コ アリ 

    ・ ○ アリが行列を作ると雤（が近い） 

・ △ アリが穴に入る（又は アリの列がなくなる）と雤（が近い） 

・ ▼ アリの動きが早いと雤（が近い） 

・ ▼ アリが（巣の）入口近くに土を出すと雤（が近い） 

・ ▼ アリが家（の中）に入ってくると雤（が近い） 

 サ ユスリカ 

・ ▼ 蚊柱が立つと雤（が近い） 

   シ メマトイ 

    ・ ◎ ブトがたくさん飛ぶと雤（が近い）（又は 天気が崩れる） 

※ メマトイは郡域で「ブト」のほか「メセセリ」「ガンツブシ」「メツブシ」等としても採録 

ス 細かい虫（メマトイ等） 

・ ◎ （外で）細かい虫がたくさん飛ぶと雤（が近い） 

    ・ ▼ 軒下で細かい虫がたくさん飛ぶと雤  

   セ トビゲラ 

・ ▼ トビゲラがたくさん飛ぶと雤（が近い） 

 ソ アゲハチョウ類  

・ △ カミナリチョウチョがたくさん飛んでくると雷が来る（又は 天気が崩れる） 

タ モンキチョウ・キチョウ等 

・ ▼ キーチョウチョが目立つと雤（が近い） 

    

7）その他 

ア クモ 

    ・ ○ クモが（夕方に）（外で）巣を作る（又は 張る）と（明日は）天気 

・ △ クモが高い所に巣を作ると風が吹かない 

・ ▼ クモが木の下に巣を作ると雤が多い 

・ ▼ クモが巣を作らない（又は 張らない）と雤（が近い） 

・ ▼ クモが巣からいなくなると雤（が近い） 

・ ▼ クモの巣が多い年は日照り 

・ ▼ クモが（外で）巣を作ると（明日は）雤 

・ ▼ クモが巣を作り、逆さになって降りてくると雤（が近い） 

※「クモが家（の中）に入ると雤（が近い）」（高野尾） 

※「クモが外に巣を作ると梅雤明けが近い」（山田） 

イ ムカデ 

    ・ ◎ ムカデが家（の中）に入ってくる（又は ムカデが出てくる）と雤（が近い） 

・ ▼ ムカデの足が赤い（＝赤く見える）と天気、白い（＝白く見える）と雤（が近い） 

・ ▼ ムカデが木に登ると雤（が近い） 

       ※ ムカデは郡域で「ムカゼ」としても採録 

   ウ ゲジ 

    ・ △ ゲジ（ゲジ）が（たくさん）出てくると雤（が近い） 

   エ ダンゴムシ 

    ・ ▼ ダンゴムシが（たくさん）出てくると雤（が近い） 

   オ ミミズ 

     ・ ○ ミミズが（たくさん）出てくると天気が悪くなる 
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・ ▼ ミミズがたくさん出てくると日照り 

・ ▼ ミミズが鳴くと天気が悪くなる 

 ※ ミミズは郡域で「メメズ」としても採録 

   カ フトミミズ 

・ ▼ ヤブミミズが出てくると雤（が近い） 

   キ カタツムリ 

    ・ ○ デンデンムシが出てくると雤（が近い） 

       ※「デンデンムシが上へあがると雤（が近い）」（高野尾） 

   ク ナメクジ 

    ・ ○ ナメクジ（ラ）が出てくると雤（が近い） 

    

② 植物に関するもの 

  1）茶の木 

     ・ ▼ お茶の実が多いと雪が多い  

 

③ 風に関するもの 

1）東風 

 ア 東風一般 

・ ○ なみ風が吹くと雤（又は 天気が崩れる） 

・ ○ 沖風が吹くと雤（又は 天気が崩れる） 

・ △ なみ風は雤のおばさん（＝東風が吹くと雤が近い） 

・ ▼ なみ風は雤の誘い 

・ ▼ 沖（＝沖風）が勝つと雤 

イ 春の東風 

・ △ 春のわかなみ（は天気） 

 

2）西風 

 ア 西風一般 

     ・ ◎ 西風が吹くと天気 

イ 梅雤時期の西風 

・ ○ せつの西風、雤のおば（さん）（＝梅雤に西風が吹くと雤が近い） 

・ ○ せつの西風、雤迎え（＝ 〃 ） 

・ △ せつの西風、雤のはな（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、雤近し（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、雤呼び（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、その日の雤（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、雤起こし（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、雤ごい（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、雤のこい（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、雤を呼ぶ（＝ 〃 ） 

・ ▼ せつの西風、日を問うな（＝ 〃 ） 

 

④ 雲に関するもの 

1）雲の移動 

ア 東への移動      

  ・ ◎ くだり雲は晴れ 

  ・ ○ 雲が東に下がると西風が強くなる 
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    ※「宮くだりはのぼるより（天気が）悪い」（山田） 

※「雲が東へ行くと晴れ」（山女原、山中、柘植） 

イ 西への移動 

・ ◎ 雲が（西に）のぼると雤（が近い） 

・ ◎ のぼり雲は雤、くだり雲は晴れ 

・ △ 東（又は 沖）から黒い雲が来る（又は のぼる）と大雤 

・ ▼ 東から三角雲が来る（又は のぼる）と大雤 

※「なみの雲が（東の）山にかかると雤」（山女原、山中） 

※ 鈴鹿郡では西に鈴鹿山脈があり川上となるとともに、都であった京都があることから、西向きへの移動を「の

ぼる」という。 

   ウ 南への移動 

・ ▼ 雲が南へ行くと雤が降らん   

      エ 北への移動 

・ ○ 雲（又は のぼり雲）が北渡りする（又は 北へ行く（又は のぼる））と雤 

・ △ のぼり雲が北渡りすると天気 ＜秋＞ 

・ △ 南からの黒い雲が北へ抜けると大雤 

・ ▼ 雲が北へのたると雤 

・ ▼ 雲が北のぼり（＝実際には北西方向への移動）すると雤 

オ 土用の時期の西への移動 

・ ○ 土用のすらのぼり（＝土用の時期の薄い雲の西への移動は雤が降らない） 

・ △ 土用のぼり、寒くだり（＝土用の時期ののぼり雲、寒の時期のくだり雲は晴れ） 

・ △ 土用のぼり（＝土用の時期の雲の西への移動は雤が降らない） 

・ △ 土用ののぼり雲（＝  〃  ） 

・ ▼ 土用のすらのぼり、雤向かわず（＝  〃  ） 

・ ▼ 土用のすなけぶり（＝  〃  ） 

・ ▼ 土用雲（＝  〃  ） 

※「土用のささのぼり」（＝  〃  ）（福徳） 

※「土用のたかなみ」（＝  〃  ）（山女原、山中） 

 

   2）東（＝沖）の空（の雲） 

・ △ 東（又は 沖）が曇る（又は どんとしている、くすぼる）と雤（が近い） 

・ △ 東に土手（＝帯状の黒い雲）ができる（又は 雲がのたる）と雤（が近い） 

・ ▼ しもがつかえてくる（＝東の空が雲でいっぱいになる）と雤 

・ ▼ 東（又は 沖）に水雲（＝白い雲）ができると雤が来る 

・ ▼ 沖に雲がつかえると風が出る 

   

   3）北の空（の雲） 

    ・ ▼ 北が暗いと雤 

 

   4）西の空（＝山にかかる）（の雲（鈴鹿山脈等との関係）） 

ア 山にかかる雲一般（霧、霞を含む） 

・ ◎ 西の山が暗くなる（又は 隠れる、に雲がかかる）と雤 

・ ◎ 西があく（＝西の山が見えてくる）と天気になる 

・ ○ （低い）山に（東からの）雲がつかえると雤 

    ・ △ 山がくすぼると雤 

    ・ ▼ 西の山に窓があく（＝雲に覆われた山と山の谷の部分から光が漏れる状態となる）と雤 

・ ▼ 低い雲が山にのたるっても雤が降らない 
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・ ▼ 西の山に雲がかかると風が吹く 

・ ▼ （雤降りで）西（の山）がすいたら（＝見えてきたら）天気になる 

・ ○ 山に霧がかかると雤 

    ・ ○ 山から霧が上がる（＝山が見えてくる）と日和になる 

    ・ △ 山から霞（又は 雲）に上がっていく（＝山が見えなくなる）と雤が近い 

・ ▼ 山の霧上がりがいいと晴れ 

    ・ ▼ 雤降りで山に霧（又は 雲）がかかってくるとやがて晴れ 

・  山から霞が上がり山が見えてくると雤が近い     

イ 山並みを覆う黒い雲 

・ △ 西の山（に雲）が土手つく（又は 土手ひく、どえができる、雲がのたる）と（西）風が

吹く  

・ △ 西の山（に雲）が土手つくと雤     

・ △ 西の山（に雲）が土手つくと時雤れる    

・ △ 西の山に土手雲がかかると（西）風が吹く  

・ △ 西の山に土手雲（又は 山雲）がかかると雤    

ウ 山の上に浮かぶ雲 

・ △ 西の山の上に笠（雲）ができると（西）風が吹く 

・ △ 西の山の上に笠雲ができると雤（が近い） 

・ △ 西の山の上に風雲（:かざぐも）ができると（西）風が吹く 

・ ▼ 西の山の上に風雲ができると雤（が近い） 

・ △ （雤があがって）西の山に雲がのぞくと（西）風が吹く 

・ ▼ 西の山の上に雲が浮くと（西）風が吹く 

・ ▼ 西の山の上に小さな雲が浮かぶと天気   

・ ▼ 西の山の上に猿の雲（＝猿の形の雲）が出ると風が出る（又は 寒くなる）＜秋冬＞  

エ 山の中腹にかかる雲（頂上と裾が見えて傘状となる）  

・ △ 西の山に傘雲がかかると2、3日内（又は 近いうち）に雤 

・ ▼ 西の山に傘雲がかかると風が吹く    

オ 山裾に低く垂れこめる雲 

・ ○ 西の山に眉毛雲（:まゆげぐも）がかかると雤 

・ ▼ 西の山にだるまの眉毛がかかると雤 

・ ▼ 西の山にだるま雲がかかると雤  

※「東の山にえべすさん眉毛雲が出ると雤」（山中） 

※「東の山に眉毛雲がかかると雤」（山女原） 

カ その他（集落の位置上、東側に位置する鈴鹿山脈等にかかる雲） 

・ ▼ 東（の山）が明るいと天気 

※「東の山に雲がかかると雤」（山女原、山中、柘植） 

※「東の山がすいて見えると日和が続く」（山女原、山中） 

※「西が明るくなると晴れ、東（＝山）が曇ると雤」（柘植） 

※「東の山がどんよりとなると雤が近い」（福徳） 

 

   5）その他の雲 

ア 巻雲 

・ △ まき雲が出ると雤（又は 天気が変わる） 

・ すじ雲が出ると雤    

・ すじ雲が出ると曇ってくる 

イ 巻積雲 

・ ○ いわし雲（又は うろこ雲）が出ると雤（が近い） 
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    ・ ○ いわし雲（又は うろこ雲）が出ると天気（又は 雤が降らない） 

  ウ 高積雲 

・ ▼ ひつじ雲が出ると2、3日後に雤 

  エ 積乱雲 

・ ◎ 西（又は 南西）に入道雲（又は 立ち雲、雷雲、夕立雲）が出ると夕立（又は 雤）が

来る 

・ ○ 東（又は 北東）に入道雲（又は 立ち雲、雷雲）が出ると天気（が続く）＜夏＞ 

・ △ 北に入道雲が出ると天気 

・ △ 沖（＝東）に立ち雲が出ると天気が悪くなる 

・ ▼ 東に立ち雲が出ると嵐 

・ ▼ 北東に雷雲が出ると寒くなる 

・ ▼ 雷雲が重なると雤 

・ ○ 入道雲が（東に）出ると梅雤明け（又は 夏） 

・ ▼ 北に入道雲が出るとせつが明ける    

  ※「南に入道雲が出ると夕立が来る」（山中）  

オ その他 

・ △ ほうき雲が出ると（二日後に）雤 

・ ▼ 庅雲（:ひさしぐも＝空が暗くなり、家の庅近くまで降りてくる雲・霞）が出ると雤が近   

い 

・ ▼ 夕方に東から西に向かい筋状の雲（＝西は太く、東に行くに従い細い雲）が出ると「タツ

が水あげとるで天気が変わる」と言った    

 

⑤ 光や明るさに関するもの 

   1）月と月の暈（かさ） 

   ア 月 

・ ○ 三日月がぶっちゃける（＝立つ、又は欠けた部分が下になる）と（大）雤、三日月が受け

る（欠けた部分が上になる）と晴れ 

・ △ 三日月が受ける（又は 仰向く）と雤、ぶっちゃける（又は 下向く）と晴れ 

・ ▼ 三日月が受けると雤が続く、立つと雤が少ない 

・ ▼ 三日月が受けると天気が悪い 

・ ○ 月が焼ける（＝黄色く、又は少し赤く見える）と（日）照りが続く 

・ 黄金月（:こがねづき）になると照りが続く 

    ・ ▼ のぼり月（＝新月→満月）は天気の良い日が多いが、くだり月（＝満月→新月）は天気の

悪い日が多い 

イ 月の近くの星 

    ・ ○ 月の近くに星が来ると雤が近い 

   ウ 月の暈 

・ ◎ お（っ）月さんが暈をさす（又は かぶる）と雤（又は 天気が崩れる） 

    ・ ○ お（っ）月さんが輪（を）かくと雤（又は 天気が崩れる） 

・ ▼ お（っ）月さんがお暈すると雤 

・ ▼ お（っ）月さんがお暈めすると雤 

・ ▼ お（っ）月さんがお暈さすと雤 

・ ▼ お（っ）月さんがお暈をかぶると雤 

・ ▼ お（っ）月さんがお暈むりしていると雤 

・ ▼ お（っ）月さんが暈をかぶると三日のうちに雤になる 

    ※「お（っ）月さんのぐるりがぼけると雤」（山女原） 

   エ 月の暈の中に星が入る場合 



 37 

・ ◎ お（っ）月さんの暈の中に星が入ると破れがさ（又は 日がさ）で天気になる（又は 雤

が降らない） 

・ △ お（っ）月さんの暈の中に星が入ると天気がさで雤が降らない（又は 2、3日後に雤が降

る） 

・ △ お（っ）月さんの暈の中に星が入ると破れがさで（大）雤が降る 

・ ▼ お（っ）月さんの暈の中に星が入ると雤が早い 

・ ▼ お（っ）月さんの暈の中に星が１つ入ると１日後、2つ入ると2日後に雤が降る 

 

   2）月と太陽との関係 

   ア 日食 

・ △ おひさんの中にお（っ）月さんが入ると天気 

   イ 月の暈と太陽の暈  

・ ○ 月に雤がさ、日に日（和）がさ 

・ ▼ 月に雤がさ、日に日がさなし 

・ ▼ 月に降りがさ、日に照りがさ 

・ ▼ 月の雤がさ、日に日照りがさ 

・ ▼ 月に雤なし、日に日照りなし 

・ ▼ 月に日がさなし 

・ ▼ 月がさ、雤がさ、日がさ 

       ※「月に雤がさなし、日に日がさなし」（山田） 

 

   3）太陽と日差し 

  ア 太陽の暈（かさ） 

・ ◎ おひさんが暈をさす（又は かぶる）と雤（又は 天気が崩れる） 

・ ○ おひさんが輪（を）かくと雤（又は 天気が崩れる） 

・ ▼ おひさんが暈をさす（又は かぶる）と晴れ 

・ ▼ おひさんが暈をさす（又は かぶる）と三日のうちに雤になる 

       ※ 「おひさんが暈をさす（又は かぶる）と大雤」（山田） 

   イ 午前10時頃の一時的な日差し  

・ ○ 四つにっこり、ババだまし（＝午前10時前後の一時的な日差しはしばらくすると雤になる

ということ。またその日差しに騙されて老婆が干した洗濯物等が雤に濡れてしまうことを言

う。） 

・ ○ 四つにっかり、ババだまし 

・ △ 10時にっこり、ババだまし 

・ △ 10時のにかにか、ババだまし、（みつぼ（＝3粒）の雤も降らんためしなし） 

・ △ ババだまし 

・ ▼ 四つ日光（に）、ババだまし 

     ・ ▼ 四つにっこり 

     ・ ▼ 10時日光、ババだまし   

・ ▼ 四つにっこりにその日の雤 

・ ▼ 四つにっこりに傘を離すな 

  ・ ▼ 四つにっこり、ババ泣かし 

 ・ ▼ 四つにっかりに日を問うな 

・ ▼ 四つにっかり、ジジだまし 

・ ▼ 四つにらみ、ババだまし 

・ ▼ 10時にっかり、ババだまし 

・ ▼ 朝にっこりのババだまし 
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・ ▼ にっかり、ババだまし 

・ ▼ 10時のババだまし 

・ ▼ 朝にっこり 

※「10時にっこり」（柘植） 

   ウ 朝焼け（日の出時） 

・ ◎ 朝焼けは雤（又は 天気が崩れる、良くない） 

・ ◎ 沖（又は 東）が明るいのは良くない（又は あてにならない） 

・ △ 茜（:あかね）さすと天気が変わる 

・ △ 東の空が明るいのは雤のおばさん 

・ △ 朝焼けは雤のおばさん 

・ ▼ 朝焼けはその日の雤 

・ ▼ 東が焦がれると雤 

・ ▼ 朝焼けに川越しするな 

・ ▼ 朝焼けに橋を渡るな 

・ ▼ 早い茜（:あかね）は天気が崩れる 

・ ▼ 東にっこり、あてらなず 

    ・ ▼ 朝日の焦がれはその日の雤 

    ・ ▼ 朝茜（:あさあかね）は雤 

※「東の空が焼け過ぎるとよくない（＝雤が降る）」（山女原） 

エ 夕焼け（日の入り時） 

・ ◎ 夕焼けになると（明日は）天気 

・ ◎ 入り日が良いと天気、悪いと雤  

・ ○ あかねほすと（明日は）天気 

・ ○ 夕日（又は 入り日）がくすんで見えると雤 

・ △ おひさんが赤いと雤 

・ △ 夕焼けに（明日の）日を問うな 

・ △ 西の山のおひさん（＝沈む夕日）が二つに見えると雤 

・ ▼ 秋の夕焼け、鎌を砥げ 

・ ▼ 照りが続いた後、真っ赤なおひさんが沈むと、4日後に大雤になる 

    ・ ▼ 夕日が赤いと暑いに日なる  

    ・ ▼ 夕方の西日が高い（＝遠く小さく見える）と天気 

             ※「雲焼けすると暑い日が続く」（山中） 

   オ 梅雤時期の夕焼け 

・ △ せつの夕焼け、雤のおばさん   

・ ▼ せつの夕焼け、雤近し 

   カ 東の空の夕焼け 

・ ○ 夕方に東の空が赤くなると（日）照りが続く＜夏＞ 

   キ 朝夕の漏れ日  

    ・ ○ 朝日に小日（:こひ＝日の出時に地平線上にある細長い雲の上からこぼれる赤い日）はそ

の日の雤 

・ ○ 夕日に小日（＝日の入り時に地平線上にある細長い雲の上からこぼれる赤い日）は明日の 

雤 

    ・ ○ 夕日に小日は3日のうちに雤になる 

    ・ ▼ 夕日に小日は曇り 

 

   4）遠景  

・ ◎ 山が近くに見えると雤（が近い） 
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    ・ ▼ 沖（＝東にある海の水面）が時化ると雤（が近い） 

    ・ ▼ 沖が光ると雤（が近い） 

    ・ ▼ 沖が光ると風が強くなる 

 

   5）その他 

・ △ 朝がきれいに晴れると天気が変わる 

 

⑥ 虹、雨、雷に関するもの 

1）虹関係 

ア 虹一般 

・ ◎ （西に）虹が出ると晴れてくる（又は 雤が上がる） 

    ・ ○ 虹が出ると時雤れる（又は 天気がぐだつく） 

       ※「西に虹ができると寒くなる」（御薗） 

    イ 朝の虹 

  ・ ◎ 朝虹は雤（又は 時雤れる） 

・ △ 朝虹に川越え（又は 川越し）するな 

ウ 夕方の虹 

・ ◎ 夕虹がでると（明日は）天気 

・ ▼ 夕虹に水戸立てよ 

 ※「夕虹に鎌を砥げ」（楠原） 

 

   2）雨関係 

   ア 雤一般  

・ ○ 雤が上がると（西）風が吹く         

・ ○ （西）風が出ると雤が上がる   

・ △ 卯辰の雤は巳で上がる   

・ △ 卯の刻雤に傘持つな（又は 傘いらず）   

・ ▼ 6月1日に雤が降るとせつ（＝梅雤）うちに雤が多い    

・ ◎ 月の一日（:ついたち）に雤が降るとその月は雤が多い   

・ ◎  一日降りの三日降り（:ついたちぶりのみっかぶり） 

・ ○  一日降りの三日降り、七日に降らんだら言うといで（又は 降らんためしなし）  

  ※ 類似表現多数あり 

・ △ 一日降りの三日降り、四日もよう降る、五日も降る（:よっかもようふる、いつもふる）、

六日に降らんためしなし、七日に降らんだら言うといで  

※「卯の刻雤に傘持たず」（山女原） 

※「なみの雤は上がらない、西雤になると上がる」（山女原、山中） 

    イ 一時的な雤（にわか雤・夕立ち） 

a）夕立一般 

・ ◎ 夕立ち三日（＝夕立は三日続く） 

    ・ ◎ 夕立ちは馬の背を分ける（＝夕立は少し場所が変われば雤の降り具合は全く異なる）   

    ・ ◎ 夕暮れに夕立ちがあると翌日は天気 

・ ▼ 夕立があると梅雤明け 

b）朝の夕立 

・ ○ 朝に夕立（又は 朝立、朝夕立）が降る（又は ある）と天気になる 

・ △ 朝雤は女の腕まくり 

・ △ 朝夕立（又は 朝雤）に川越え（又は 川越し）するな 

※「朝に夕立があると荒れる」（山女原） 
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   3）雷関係 

   ア 雷一般 

・ ◎ 雷三日（＝雷は三日続く） 

・ ▼ 雷は三日目鳴ったら日癖 

  ※「西で雷が鳴ると2、3日は日和」（山女原） 

    イ 朝の雷 

・ ◎ 朝雷に川越え（又は 川越し、川渡り、谷越え）するな（又は 大川を渡るな） 

・ △ 朝雷に旅に出るな 

・ ▼ 朝雷は雤のおば 

     ウ 夕方の雷 

     ・ ○ 夕雷に（田の）水戸（又は 畔）立てよ（又は 水戸止めよ）（＝夕雷が鳴ると雤が降らな

いので、水が落ちないよう田の水戸を閉じよ） 

    ・ ○ 夕雷に日を問うな 

・ △ 夕雷に蓑をぬげ 

・ ▼ 夕雷に傘持つな 

・ ▼ 夕雷に日が飛ぶ（＝晴れ） 

・ ▼ 夕雷に明日日照り 

・ ▼ 夕雷は天気になる 

※「夕雷に明日の天気を問う（な）｣（木田、山田、水沢） 

※「夕雷は日和になり、朝雷は雤｣（山女原）  

    エ 冬の雷 

・ ▼ 寒に雷が鳴ると大風が吹く 

    オ 雷の移動と鳴る方向（地名が出る伝承・諺は →⑩ 地名等が関係するもの（又は地名等を使う

もの）） 

     a）東（＝沖）から来る雷と（西から来て）東へ行く雷 

・ ○ 東から来る雷は（鳴り上がりで）大降りになる 

・ △ 東からののぼり雷は大雤 

・ ▼ 東から来て北へ抜けていく雷は大降り 

・ ▼ 沖から来る雷は怖い 

・ ▼ 沖の雷は大雤 

・ ◎ 雷が（東へ）（鳴り）下がっていくと天気になる 

・ ▼ 西から来る鳴り下がりの雷は大降りしない 

・ ▼ 東へのくだり雷は天気になる 

・ △ 西から来る雷は（鳴り下がりで）大雤にはならないが、東から来る雷は（鳴り上がりで）

大雤が降る 

・ ▼ 沖雷（:おきがみなり）は大雤のもと 

     b）西で鳴る雷 

 ・ ◎ 西（の山）で雷が鳴ると夕立が来る 

 ・ ▼ 西で雷が鳴ると北回り（＝来ない） 

     c）南から来る雷 

・ ▼ 南の雷は雤のおばさん 

・ ▼ 南からの雷は怖い 

・ ▼ 南の雷は来る 

※「南で雷が鳴ると夕立が来る」（高野尾、山中） 

     d）北又は北東で鳴る雷 

    ・ ○ 北の雷（又は 北鳴り）は来ない 
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 ・ △ 北鳴りは乞食のよそいき（＝着たなりの乞食はこちらへ来ない） 

・ ▼ 北雷（:きたがみなり）に田の水戸立てよ 

・ ▼ 北筋の雷は怖い 

・ ▼ 雷が北から来ると雤が降る 

・ ▼ 北雷は雪が降る（＝寒い） 

・ 北東で光ると照り 

※「北東の雷は怖い」（山田） 

 カ  雤を伴わない音だけの雷 

・ ○ 空雷（:からかみなり）は落ちる（又は 怖い） 

・ ▼ 日雷（:ひがみなり）は落ちる（又は 怖い） 

キ 雷と季節変化 

・ ◎（大）雷が鳴ったらせつ（＝梅雤）は明ける（又は （大）雷が鳴ってせつが明ける） 

・ △ 雷が鳴って東へ下がるとせつが明ける 

・ △ 雷が三日鳴ったらせつが明ける 

・ △ 雷が鳴って季節が変わる 

    ク その他 

・ △ 雤が降ってくると雷が収まる 

 

⑦ 露、霧、霜、雪に関するもの 

   1）露（朝露） 

・ ◎ 朝露が降りると天気 

・ △ 朝露が深いと雤が近い（又は 天気が変わる） 

    ・ ▼ 朝露が多いと3日の内に雤になる 

・ ▼ 露上がりが早いと天気、遅い（又は 悪い）と雤 

・ ▼ 露上がりが早いと雤、遅い（又は 悪い）と天気 

・ ▼ 朝露が多いと天気 

 

  2）霧（朝霧） 

・ △ 朝霧は晴れ 

・ △ 朝に山の間から霧が出てくる（＝下流へ流れてくる）と晴れ 

・ 霧が降りてくると雤が近い 

・ ▼ 山の上に朝霧（＝山並みの頂上部分に一筋の雲）がかかると天気になる 

 

   3）霜・霜柱 

   ア 霜・霜柱一般 

・ ◎ 霜が降りる（又は 霜柱が上がる）と日和に（又は ぬくたく）なる 

・ ▼ 霜が降りて、ひなれてくるとぬくたくなる 

・ ▼ 初霜で天気が良いとその年の霜は天気、初霜で天気が悪いとその年の霜は天気が悪  

  い 

   イ 霜又は霜柱が早く融けること 

・ ◎ 霜折れ（又は 霜れ、霜ごれ、霜ぼれ）が早いと天気が悪くなる 

・ ▼ 霜折れ10時（＝霜が早く融けると午前10時に雤が降る） 

・ ▼ 霜折れ3時（＝霜が早く融けると午後3時に雤が降る）  

   ウ 大霜 

・ ○ 霜がきつい（又は 大霜が降りる）と雤になる（又は 天気が変わる） 

・ △ 大霜が降りると天気になる 

    ・ ▼ 12月6日前後に大霜があり雤が降る 
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    4）降雪   

・ ◎ 細かい雪は積るがぼたん雪は積らない 

    ・ ◎ 夜の雪は積るが昼の雪は積らない 

・ ○ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸もん（＝貧乏で服のない人）の洗だく（＝

洗濯） 

・ ○ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸子（:はだかご）の洗だく 

・ △ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸脱ぎの洗だく 

・ △ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は赤子の洗だく 

・ △ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸の洗だく 

・ △ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は乞食の洗だく 

・ △ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は鬼の洗だく 

・ ▼ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸で洗だく 

・ ▼ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は肌着の洗だく 

・ ▼ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸雲（:はだかぐも）の洗だく 

・ ▼ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸馬（:はだかうま）の洗だく 

・ ▼ 雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は洗だく日和 

・ ▼ 雪降りあげくの洗だく 

・ ▼ 雪降りあげくの裸の洗だく 

・ ▼ なみ雪（＝なみ風が吹いて降る雪）八尺 

 ※「雪降り（又は 大雪）の後（又は 明日）は裸組の洗だく」（三宅） 

 

⑧ 音に関するもの 

   1）自然の音 

・ ○ 沖が近い（又は 鳴る）と雤（が近い） 

・ ▼ 海が近い（又は 鳴る）と雤（が近い） 

・ ▼ 浜が鳴ると雤（が近い） 

・ ▼ 浜が鳴ると嵐が来る 

・ ▼ 沖がざわつくと天気が変わる 

    ・  南（又は 東）からの音がよく聞こえると雤（が近い） 

 

   2）人工の音 

・ ◎ 汽車の汽笛（又は 音）が近い（又は よく聞こえる）と雤（が近い） 

・ △ （東の）電車の音が聞こえると雤が近い（、西の汽車の音が聞こえると晴れ） 

・ △ 大砲（:おおづつ）の音が聞こえると雤（が近い） 

・ ▼ 船の汽笛が近いと雤（が近い） 

 

⑨ 季節に関するもの 

   1）春 

・ ◎ 秋北春南（又は 春南秋北）（＝秋は北が、春は南が晴れれば天気） 

・ ▼ 秋北春南（＝秋は北で雪が多く、春は南で雪が多い） 

    ・ ◎ 三寒四温（五雤十風） 

・ ▼ 春一番に雷が鳴ると雤が多い 

・ ◎ 暑さ寒さも彼岸まで   

・ ▼ 彼岸さん境でぬくたくもなり寒くもなり  

・ ◎ 奈良のお水取りが済まんと暖かくならない  

・ ○ （田村さんと）お釈迦さんが済まんと暖かくならない（又は 済んだら暖かくなる） 
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   2）夏 

ア 梅雤 

・ ◎ せつ（＝梅雤）のうちは蓑笠離すな 

・ ◎ 梅雤の中休み    

・ ◎ 梅雤の長雤  

・ ○ 梅雤の夕晴れ （又は ▼梅雤の宵晴れ）（＝すぐ天気が崩れる） 

・ ▼ 梅雤の夕晴れ、天気が崩れる 

・ ▼ 梅雤の夕だれ、朝だれ 

・ △ せつは7月15日の夏祭りがすまないと明けない 

・ ○ せつは7月20日にならんと明けない 

イ 夏一般 

・ ○ 日照りの朝曇り（又は 「朝曇りは日照り（又は 日和）」） 

・ △ 土用の朝曇り（＝土用の朝曇りは、日中は日照りとなる） 

・ ▼ 朝曇りは日照りのもと   

・ ▼ 朝曇りのち、はだか（＝照ってくる） 

 ・ ○ ながせ七日（＝夏の降ったりやんだりする雤は七日続く） 

   ※「▼ 盆ながせが来たらすぐに涼しくなる」（高野尾、三宅、御薗） 

 

   3）秋 

ア 秋一般 

・ ◎ 秋は三日で天気が変わる 

・ △ 秋に三日の晴れなし 

・ ◎ 女心と秋の空 

    ・ ○ 男心と秋の空 

イ 台風 

    ・ ◎ 嵐の前の静けさ 

・ ▼ 210日は厄日（又は 風が来る） 

・ ◎ 210日と220日は厄日（又は 嵐が来る）    

    ・ ▼ 210日、220日、230日は厄日（又は 嵐が来る）  

・ ○ 嵐が来る前は東の空が明るくなる 

・ ▼ 嵐が来る前は辰巳（＝南東）が光る 

・ △ 嵐は南東（又は 辰巳）から来る   

・ ◎ 嵐は吹き返し（又は もどし風 等）が（最も）怖い（又は 強い） 

・ ◎ 西風（又は 北西風、かえし風 等）が吹くと嵐も終わり 

 

   4）冬 

    ・ ○ 寒の一粒、せつの千粒（＝寒に雤が降れば、梅雤時期も雤が多い） 

    ・ ○ 寒に雤が降らないと夏は日照りとなる（又は 寒に雤が降れば、梅雤時期も雤が多い） 

    ・ ▼ 寒の雤（は）、せつの雤（＝寒に雤が降れば、梅雤時期も雤が多い） 

・ ▼ 寒に１時間の雤が降ると梅雤時に3日降る（＝  〃  ） 

・ ▼ 雪が多いと夏は大雤 

・ ▼ 寒に雪が多いと夏は日照り 

    ・ ▼ 西の山に雲がかかって北西の風が吹くと雪のおばさん 

    ・ ▼ 寒に暖かくなると雤が近い 

    ・ ▼ 戸を揺する風が吹くと大雪 
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⑩ 地名等が関係するもの（又は地名等を使うもの） 

1）寺社の4月の縁日との関係 

  鈴鹿郡の各集落では、石山観音（＝石山さん）、関の観音（＝観音さん）、明星山国分寺（＝虚

空蔵さん）、野登寺（上寺）（＝野登さん）、加佐登神社（＝加佐登さん）、荒神山観音寺（＝荒神

さん）、海山道神社（＝海山道さん）、八日薬師（＝薬師さん、八日さん）のうち、近隣の二つ又

は三つの寺社の縁日を組み合わせ、4月の変わりやすい天候を示す伝承、諺がみられた。 

・ ▼ 石山さん（4/15）と観音さん（4/23）はどちらかが晴れるとどちらかが雤（が降る）【古厩】   

・ ▼ 野登さん（4/7）と石山さん（4/15）はどちらかが晴れるとどちらかが雤（が降る）【古厩】   

・ △ 虚空蔵さん（4/13）と石山さん（4/15）は（仲が悪いので、）どちらかが晴れるとどちらか

が雤（が降る）【沓掛ほか】    

・ ○ 野登さん（4/7）と加佐登さん（4/8）は（仲が悪いので、）どちらかが晴れるとどちらかが

雤（が降る）（※ 天気の結果から、晴れたら「勝ち」、雤降れば「負け」という場合もあり）

【越川ほか多くの集落】   

・ ▼ 虚空蔵さん（4/13）と野登さん（4/7）と加佐登さん(4/8)はどれかが雤（が降る）【白木、

小川、椿世】   

・ ▼ 虚空蔵さん（4/13）と野登さん（4/7）はどちらか雤（が降る）【椿世、野村・南野】    

・ ▼ 虚空蔵さん（4/13）と八日さん（4/8）はどちらかが雤（が降る）【三寺】    

・ △ 野登さん（4/7）と加佐登さん（4/8）と海山道さん（4/9）はどれかがが雤（が降る）【和泉

ほか】   

・ ▼ 野登さん（4/7）と加佐登さん（4/8）、石山さん（4/15）はどれかが雤（が降る）【小野】   

・ ▼ 加佐登さん（4/8）と海山道さん（4/9）はどちらかが雤（が降る）【高塚・加佐登、石薬師】   

・ △ 荒神さん（4/7）と加佐登さん（4/8）、海山道さん（4/9）はどれかが雤（が降る）【甲斐ほ

か】   

・ ▼ 荒神さん（4/7）と加佐登さん（4/8）は（仲が悪いので、）どちらかが雤（が降る）【栄・和

田・川合ほか】   

・ ▼ 加佐登さん（4/8）は雤降り神さんでよく雤が降る【住吉、高塚・加佐登】    

※ ▼「野登さん（4/7）と薬師さん（4/8）はどちらかが雤（が降る）」（福徳） 

※「石山さん（4/15）はよく雤が降る」（萩原、楠原、三宅） 

 

   2）山にかかる雲との関係 

     近くの山に雲がかかると雤が降るという伝承・諺が山辺の集落を中心としてみられた。 

   ア 野登山周辺  

・ 野登山に眉毛雲がかかると雤【田村・長明寺（名越）】 

・  野登山が隠れると雤【井田川・小田ほか】 

・ 朝、霧ケ岳に雲が流れると晴れ【安坂山（坂本）】 

    ・ 三ツ山に雲がかかると雤【太森】 

    ・ 雤引山に雲がかかると雤が来る【安坂山（安楽）】 

イ 富士山（:ふじやま）・明星ケ岳 

    ・ 富士山（＝虚空蔵さんの下に見える低い山）に雲がかかると雤【小野】 

    ・ 明星ケ岳に傘雲（＝中腹にかかる雲）がかかると2、3日内に雤になる【小川】 

   ウ 鈴鹿峠周辺 

 ・ 鈴鹿山が曇ると雤が降る【坂下地区】 

・ 三子山が曇ると雤が来る【坂下地区】 

・  宮さん（＝坂下の片山神社）に雲がかかると雤が降る【沓掛】   

※「高畑山に眉毛雲がかかると雤」（山女原） 

エ 加太周辺 

・ お経塚さん（＝経塚山）が曇ると雤【上加太】 
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※「からす山（＝小平山）に雲がかかると雤」（柘植） 

※「霊山に雲がかかると雤」（柘植） 

      オ 錫杖ケ岳周辺 

・ 雲が錫と登りをすると大降りする【越川、久我】 

・ 雲が錫と山に向うと大雤【越川、萩原、楠平尾】 

   ・ 錫と山が雲で隠れる（又は 錫と山に雲がかかる）と雤【上加太、下加太、越川、久我】 

    ・ 錫杖ケ岳に人が登ると雤が降る【加太地区】 

※「錫とに雲が入ると大雤」（川原、楠平尾） 

※「錫と山に霧がかかると雤」（福徳） 

※「墨塚山のザラ（＝頂上）に雲がかかると雤が降る」（福徳）  

※「河内谷に雲が登ると大雤」（楠平尾） 

   カ その他 

・ 亀山の上が明るいと天気が悪い（＝曇ってくると、亀山の町の上は光で明るい）【和田】 

 

  3）南西方向から来る雨・夕立 

南西方向に位置する山や谷が曇れば暫くすると夕立や雤が来るとして、その地名とともにそう

した天候を示す伝承・諺がみられた。 

ア 野登山より北 

  ・  瀬戸（＝水沢と大久保との間の山の谷）が曇ると夕立が来る【水沢野田】 

・  長坂で鳴る雷は怖い【西庄内】 

※「鎌ケ谷の雤は菰野へ行く（＝来ない）」（山田） 

イ 野登山周辺 

  ・  野登山で雷が鳴ると雤（又は 夕立）が来る【伊船野田・新田ほか】 

  ・ 野登山で2時までに雤が降ると下大久保も雤が降る、2時以降の雤は北へそれる【鹿間・下大久

保】 

・ 野登山の雷は来ない【東庄内】 

・ いばらだん（＝いばら谷）で雷が鳴ると雤が来る【安坂山】 

・ 野登山に雲がたつと北へ逃げてく、野登山の南に雲がたつと夕立が来る【津賀】 

ウ 鈴鹿峠周辺 

     a）明星ケ岳付近   

    ・ 虚空蔵さんに雷が鳴ると夕立が来る【太岡寺、小川】 

・ 野登山の雤は北向いてく、虚空蔵さんの雤は亀山に来る、錫との雤は津へ向いてく【布気】 

・ 明星ケ岳の雲は来ない【白木】 

b）関・鈴鹿山 

    ・ 鈴鹿山に雷が鳴ると夕立が来る【菅内・樺野、汲川原】 

    ・  関山に雲がかかると雤が来る【東庄内】 

    エ 加太周辺 

・  高畑（:たかはた）で雷が鳴ると夕立が来る【西庄内】 

・ 加太が曇ると雷（又は 夕立）が来る【住山ほか】 

・ 加太ずみが曇ると夕立が来る【小野】 

  ・ 加太だん（＝加太谷）が暗くなると夕立が来る【白木、小川、田村・長明寺】 

  ・ 加太山に雷が鳴る（又は 加太山が暗くなる）と夕立が来る【関町ほか】 

・ 加太山に雷がしこると夕立が来る【東庄内】 

・ ほえみそ（又は ほえみそ山、ほーえんみそ、ほえぶそ）に雷が鳴ると夕立が来る【八野ほか】 

・ ほえみその雷は来ん気遣いなし（＝必ず来る）【住吉】 

・ 加太の雷は怖い【東庄内】 

・ 加太鳴りは恐い【小川】 
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オ 錫杖ケ岳周辺 

・ 錫と山に雷が鳴る（又は 雲がかかる）と夕立（又は 雷）が来る【関町ほか】       

    ・ 錫との雷と鈴鹿の雷はかたきで重なると大雤が降る【古厩】 

    カ その他 

・ ふじ山に雷が鳴ると雤の来んためしなし【菅内・樺野】 

・ 南山（:みなみやま）が曇ると雤が来る【中庄】 

・ 深泤（:みどろ）の山で雷が鳴ると雤（又は 夕立）が来る【下庄】 

・ 椿世（:つばいそ）の雷に日を問うな【南小松】 

※「不動さんに雷が鳴ると雤が来る」（楠原） 

※「いなごに雷が鳴ると大夕立が来る」（高野尾） 

※「布引に雷が鳴ると夕立が来る」（三宅） 

         ※「三宅ずみから来る雷はえらい（＝ひどい）雷」（御薗） 

 

   ※ 地名を使わずに単に方向で言う場合（④ -5）-エ 積乱雲 に掲上分の一部再掲） 

・ ◎  西（又は 南西）に入道雲（又は 立ち雲、雷雲、夕立雲）が出ると夕立（又は 雤）

が来る  

 

  4）南西方向から必ず来るとされた夕立（雨）と土産のボタモチとを関係づけたもの 

    ・  西の夕立雲と実家のボタモチは必ず来る【深溝】 

・  西から来る雷、在所のボタモチ はずれるためしなし【庄野】 

・  二つはたの雷と嫁の在所のボタモチは来るに決まっとる【西庄内】 

  ・  野登山の雷（又は 夕立、雤）と親元のボタモチは来るに決まっとる（又は 来んためしな

し）【深溝ほか】 

    ・ 椿世の雷と親元のボタモチは持って来んためしなし【南小松】 

・ 関の夕立とおばさんのボタモチはもらいぞこなし【井田川・小田】 

  ・ 加太の雷、嫁の在所のボタモチ、もらいぞこなし【津賀、太森】 

  ・ 加太の雷と隣のボタモチは来んためしなし【田村・長明寺（名越）】 

  ・ 加太（山）の雷と親元（又は 嫁の在所）のボタモチは来んとおらん（又は 来るに決まっ

とる）【川崎、小川】 

・ ほえみそ（山）の雷と親元のボタモチは来んためしなし【国府、住吉、甲斐、東庄内】 

・ ほえみそ山の雷と親元のボタモチは食いそびれがない【平田・弓削・岡田】 

  ・ ほーえんみその雷、親元のボタモチ、来んためしなし【汲川原】 

    ・ 隣のボタモチと錫杖の雤は千にひとつのまちがいなし（＝必ず来る）【井尻・小下】 

    ・ 錫と山の雷と親元のボタモチ、もらいぞこないがない【安知本・田茂、三寺】 

    ・ 錫との雷とおばさんとこのボタモチは来んためしなし【菅内・樺野】 

  ・ 経ケ峰の雤とおばさんとこのボタモチ、来んためしなし【菅内・樺野】 

    ・ ふじ山の雷とおばさんとこのボタモチ、来んためしなし【菅内・樺野】 

 

5）その他の方向の雲、光、雷 

   ア 北東方向（四日市方面） 

・ ▼ 四日市前に立ち雲（:たちぐも＝入道雲）ができると照り、伊勢裏（＝南東方向）に立ち雲

ができると雤【広瀬、辺法寺】 

・ ▼ 四日市前が赤く焼けると天気が続く【広瀬】 

・ ▼ 多度裏で雷が鳴ると天気が続く【伊船野田・新田、伊船・長沢】 

・ ▼ 信濃雷、鍋釜割れる【南小松】  

  イ 北西方向 

・ ▼ 美濃裏（＝美濃方向）が明るいと晴れる【伊船・長沢】 
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   ウ 南東方向（伊勢方面） 

・ ▼ 伊勢裏に雷が鳴ると雤が降る【三寺、川崎、太森】 

・ ▼ 伊勢裏に雷が鳴り下がると時化が続く【田村・長明寺】 

・ ▼ 御神前（:ごしんまえ＝伊勢神宮）に雷が鳴ると雤が来る（又は 大きな雷が来る）【国府】 

 

   6）雪 

・ ▼ 入道さん（＝入道ケ岳）の上から徐々に雪が下がってくると大雪【大久保】  

 

7）その他 

ア 他地域との比較 

     ・ △ 美濃の夕立ち（に）伊勢日照り（＝美濃が夕立でも伊勢では日照り）【小野ほか】   

・ 雤の土山、坂は照る照る、鈴鹿は曇る【会下】 

イ その他 

・ 宮さん（＝坂下の片山神社）の上（＝旧東海道）を霊柩車が通ると大降りする【沓掛】  

・ 峠（＝鈴鹿峠）を死人（:しびと）が通ると雤が降る【小野】  

 

⑪ その他 

1）体調・病気等で体が知らせるもの 

・ ◎ ほとる（又は 蒸し暑くなる）と天気が変わる（又は 夕立が来る）  

・ ◎ リュウマチや神経痛の人は天気がわかる 

・ ◎ 腹の具合が悪くなると雷が来る（又は 鳴る） 

・ ○ 腹がにやにやすると雷が来る（又は 鳴る） 

・ ○ 腹がによによすると雷が来る（又は 鳴る） 

・ △ 腹がにごにごすると雷が来る（又は 鳴る） 

・ ▼ 腹がたおたおする（又は たおつく）と雷が来る（又は 鳴る）   

※「腹がにがにがすると雷が来る（又は 鳴る）」（木田） 

※「腹がおねおねすると雷が来る（又は 鳴る）」（柘植） 

 

2）地震 

    ・ ◎地震のいった時刻により「4 つ日照り（:よつひでり）、5、7 の雤（:ごひちのあめ）、6、8

の風（:ろくはのかぜ）、9 は病（:くはやまい＝曇り）（集落によっては、「4、6 の風、5、7

の雤、8日照り、9は病」）」と言った 

・ ◎ 地震がいると天気が変わる 

 

3）暦（彼岸、八専） 

   ア 彼岸 

・ ○ 彼岸の入りに天気が悪いと彼岸のうちだめ 

・ ○ 彼岸の入りに天気が悪いと中日（さん）は良く、彼岸の入りに天気が良いと中日（さん）

は悪い 

・ ○ 彼岸（の中日）さんは天気が悪い（又は 良くない）（＝曇りの天気） 

・ △ 彼岸さんには雤が降らない 

・ △ 彼岸は半分天気で半分雤 

・ ▼ 春の彼岸に荒れると秋も荒れる  

・ ▼ 春の彼岸が雤だとその年は雤が多い 

・ ▼ 彼岸に雤が降らんと照りが続く 

  ・ ▼ 春の彼岸は天気、秋の彼岸は天気が悪い 

イ 八専 
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・ ○ 八専八日まび（又は まぶ）四日（＝八専の間は天気が良いのは4日間だけ）  

・ ○ 八専の入りに天気が悪いと続く 

・ ○ 八専は天気が悪い 

・ ▼ 八専の２日目に雤が降ると八専うち雤 

・ ▼ 八専、8月、8日降る 

・ ○ 照り入り八専、降り八専、降り入り八専（又は 入り降り八専）、照り八専 

 

4）その他  

    ・ ◎ 照る照る坊主を吊るすと天気になる 

    ・ ◎ 履物を投げて緒が上になると天気（、逆さまになると雤） 

    ・ ○ ふんどしが湿ると雤  

    ・ ▼ 六尺ふんどしを回すと雤が降る     

※「柊の葉を12枚置いて（＝12の月に見立てる）、それを焼き、早く焼けた月は雤が多い」（山中） 

 

 

 

 



 49 

（4）天候に関する伝承・諺（用語、その他）の調査結果 

  天候に関する伝承・諺（予報関係）の調査の中で、併せて採録した天候に関する用語等を、動物、

気象、季節に関するもの等に分けて整理をした。 

① 動物に関するもの 

   1）ネコ 

  ・ △ 三毛猫（の雄）は天気を知る 

 

② 気象に関するもの 

1）晴れ、曇り、雨 

・ 朝上がり（:あさあがり＝朝の夕立後の天気） 

・ 朝茜（:あさあかね＝朝焼け） 

・ ひなおる（＝天気が良くなってくること）   

・ 日照りが続いた後に雤が降ると「米祝い」と言い、餅つきをした 

・ 花が咲いてかんかん照りが続くと「花焼けする」と言った  

・ 日が差す中、雤が降ると虹ができる、虹を渡ってキツネが嫁入りする   

・ 雤の口が開く（＝天気が長く続いた後にようやく雤が降り始め、それが続くこと） 

・ 走り雤（:はしりあめ＝すぐやむ雤）  

・ 庚申降り（:こうしんぶり＝庚申の日の雤）   

・ 嵐荒れ（:あらしあれ＝台風が来て荒れること）  

・ 時雤日（:しぐれび＝細かい雤の降る日）  

・ 夜雤（:よさめ＝夜の雤）    

・ 丑寅の雤（:うしとらのあめ＝北東方向から吹きこむ雤）    

・ 晴虹、雤虹（＝晴れる虹と雤が降る虹（がある））   

・ 海山道さんの日に雤が降ると、狐が傘さして歩いとる 

・ 北上り（:きたのぼり＝北西方向に移動する雲）  

 

2）雷 

    ・ ▼ 雷は川（＝鈴鹿川）を伝う（＝雷は鈴鹿川沿いに来る） 

・ ▼ 雷は山を伝う（＝雷は山伝いに移動する）  

・ ▼ 雷は谷渡りする（＝雷は谷を渡って来る） 

・ ◎ 雷が鳴ったら金物を捨てよ（＝鍬等を持って歩くな） 

・ ◎ 雷は高い木に落ちる、雷が鳴ったら高い木の根に寄るな 

・ ▼ 雷が鳴ったら木の下へ行け 

・ ◎ 雷が鳴ったら蚊帳（特に、麻の蚊帳）を吊り中へ入れ（ば避けられる） 

・ ▼ 雷が鳴ったら蚊帳（特に、麻の蚊帳）を吊り中へ入れ、雷は蚊帳の周りをぐるぐる回る 

・ ○ 節分の豆を残し、仏さん（又は 神さん）に上げ、（初）雷が鳴った時（又は 土用）に食

べれば雷に打たれない 

・ ▼ 年越しの豆を初雷が鳴った時に食べると雷に打たれない 

・ △ 雷が鳴ったら軒下に鍬を立てる（＝鍬の先を仰向けにしておくこと）と雷が落ちない 

・ ▼ 雷が鳴ったら軒下に鍬を立てると雷が落ちない、その鍬を「くわばらさん」と言った 

・ ▼ 雷が鳴ったら家の外に鍬を出せ 

・ ▼ 雷が鳴ったら鎌を藁で竹にからげて、かいど（＝前庭）に立てよ 

・ ○ 雷が鳴ったら仏さんに線香をあげて拝むと雷に打たれない 

・ ▼ 雷さんは線香のにおいがきらい 

・ △ 雷が落ちたら（又は 雷が鳴ったら）井戸のふたをしろ 

・ ○ 雷が鳴ると「くわばら、くわばら」という（、その言葉を雷がきらう） 
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・ ◎ 雷が鳴ったらへそ隠せ、へそ出しとると雷さんが取ってくぞ 

・ 雷が鳴ると「くわばら、くわばら、ここは海の真ん中」と唱えた 

・ ▼ へそを出しとると雷がへそに落ちる 

・ ▼ 三つの屋根（＝屋根、天井、蚊帳）があるところにいると雷に打たれない 

・ ▼ 坂下には雷は落ちない（鈴鹿さん（＝片山神社）の井戸に雷が落ち、神主が蓋をしたら、

雷さんが神主に坂下には二度と落ちないと約束し許してもらった、という謂れから） 

・ ○ （西から来て、）東へ行く雷を「鳴り下がり」という 

    ・ △ 東からのぼってくる雷を「鳴り上がり」という 

    ・ ▼ のぼり雷、くだり雷 

 

③ 季節に関するもの 

   1）春 

    ・ ◎ 寒のもどり 

    ・ ◎ 春の初めに吹く強い南風は「春一番」 

・ ◎ （お）釈迦（さん）の荒れ（＝3月15日の悪天候） 

・ ○ 神戸の（寝）釈迦の荒れじまい（＝3月15日の悪天候） 

・ ○ 花冷え（＝桜の咲く時期の冷え込み） 

・ ○ 春に雷がなると「春一番」 

・ △ 野登さんの荒れ（＝4月7日の悪天候） 

・ ▼ お大師さんの荒れ（＝4月21日の悪天候） 

    ・ ▼ 春の日長とおじさんとこにできるボタモチはくれそうでくれない 

    ・ ▼ 春の夕暮れと隣のボタモチはくれそうでくれやん 

 

   2）夏 

・ 虎御前の涙雤（＝旧暦5月28日の雤）     

・ せつあき（＝梅雤が明けること） 

・ 土用つぶれ（＝土用の雤）   

・ 土用の雤 

・ 大ぐそ流し（＝津島神社の天王祭の後の雤）   

・ 伊勢の夕凪 （＝7月の終わりに急に風がなくなって暑くなること）  

     

   3）秋 

・ 毘沙の鼻たれ（:びしゃのはなたれ＝毘沙門天の祭りの日（9月20日頃）の雤） 

    ・ ながせ日和（:ながせびより＝9月の雤が降ったりやんだりする天気）  

・ 丑寅の風（:うしとらのかぜ＝台風の迎え風となる北東風） 

・ ◎ 秋の日は釣瓶落とし 

※「台風が来ないようにと宮さんに泊って「風ごもり」を2日した」（山中） 

 

   4）冬 

・ ○ 田村さんの荒れ（＝田村神社の厄除大祭時（2月17～19日）の悪天候） 

・ 田村風（＝田村神社の厄除大祭時頃に吹く寒冷な風）が吹いてきたらあられに風入れよ  

・ 田村さんの風にあたるとかき餅が割れる 

    ・ 寒がれ（＝寒の荒れ） 

    ・ 寒雤（＝寒の雤） 

    ・ 大霜となると霜倒れする 

・ 凍てこぼれ（＝霜柱で上がった土が落ちていくこと） 
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④ その他 

1）暦（彼岸、八専） 

ア 彼岸 

・ ◎ 彼岸日和（:ひがんびより＝○すっきりとしない天気、又は ○暖かくて良い天気） 

・ 彼岸照り（:ひがんでり＝彼岸の晴れ） 

・ 彼岸曇り（:ひがんぐもり＝彼岸の曇り） 

・ 降らず照らずの彼岸日和 

・ 彼岸つぶれ（＝彼岸の雤） 

・ 彼岸の荒れ（＝彼岸の悪天候） 

・ 彼岸半つぶれ（＝彼岸は半分天気で、半分雤） 

イ 八専 

    ・ 八専の寝返り（＝八専に入って良い天気が続くこと） 

・ 八専つぶれ（＝八専の雤） 

・ 八専つぶれで世の中悪い 

・ 八専崩れ（:はっせんくずれ） 

 

   2）その他 

    ・ 下向きの三日月は「ぶっちゃけ三日月」、上向きの三日月は「受け三日月」 

・ ◎ 地震、雷、火事、親父 
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（5）農作物（稲）の作柄に関する伝承・諺の調査結果 

  農産物（稲）の作柄に関する伝承・諺については、採録した内容を、動物、稲や他の植物、気象

に関するもの等に分けて整理をした。 

    なお、他の作物については調査対象としなかったが、一連の調査の中で採録した伝承等を併せて整

理した。 

① 稲作関係 

  1）動物に関するもの 

 ア カヤネズミ 

 ・ ▼ コギシロがたくさん（稲穂に）巣を作ると豊作 

   イ ツクツクボウシ 

・ △ ツクツクボウシがツックンヨーシと4回（又は 5回、多く）鳴くと豊作 

 ウ コマユバチ 

    ・ △ タワラムシ（＝コマユバチの繭）が稲につくと豊作 

 

2）植物に関するもの 

   ア 稲 

・ ○ 田麹（又は 麹、米麹、麹米、麹もち）が（稲穂に）つく（又は できる）と豊作 

・ △ 俵米（又は 米俵、俵）がある（又は つく、ぶら下がる）と豊作 

・ △ 稲に花が咲くと豊作 

・ ▼ 田麹（又は 麹）が（たくさん）つくと不作 

・ ▼ 稲に俵まくと豊作 

・ ▼ 俵帯ができると豊作 

・ せつの中日さん（＝夏至）に田植え（＝「ちゅう田植え」）するとよく米がとれる 

・ ちゅうの日（＝夏至）に稲を植えるとかけまた（＝穂の枝分かれ）が多い（＝実りが多い） 

※「稲はせつの中日さんまでに植えないと半作になる」（楠平尾） 

イ 竹 

 ・ ○ 笹（又は 竹）の花が咲く（又は 竹の実が生る）と不作 

 ・ 笹（又は 竹）の花が咲くと飢饉がくる 

ウ サトイモ 

    ・ ○ サトイモの花が咲くと不作 

エ 椎  

    ・ △ 椎の実がよく生ると不作 

   オ 茶の木 

    ・ ▼ 茶の実が多いと（翌年は）不作 

カ 茸類 

  ・ △ 松茸が多い年は不作 

・ ▼ 雑茸が多い年は不作 

 

3）気象に関するもの 

ア 晴れと雤 

・ ◎ 照り年は豊作 

・ △ 100日の照りに飢饉なし 

・ ○ ながせ（又は 夏の雤）が続くと米上がりが悪い 

・ ○ 秋日和半作（又は 秋日和半世の中) 

・ ▼ 秋日和豊作 

・ △ 秋の彼岸日和は豊作 
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・ ○ 秋の彼岸に天気が悪いと不作になる（又は 天気が良いと豊作） 

・ ○ 無難に米なし（＝適度な雤と日射が必要） 

・ ながせが降ると田の虫が降りる 

  ※「無難に豊年なし」（福徳、川原、楠平尾） 

    ※「無難に豊作なし」（萩原、柘植） 

 イ 雷 

・ ○ 雷が多いと豊作 

・ △ 寒雷に米高し（＝寒に暖かいと雷が鳴り、その年は不作となり米の値が上がる） 

・ △ 寒の内に雷が鳴ると豊作  

・ 春に雷が鳴ると不作 

    ・ 土用に雷が鳴ると豊作 

※「雷は豊年の貢物」（楠原） 

※「寒の内に雷が２回鳴らないといけない」（山女原）      

    ウ 雪・寒さ 

・ ◎ 雪が多い年は豊作 

・ ○ 冬寒いと豊作 

エ 台風 

・ ○ かえし（又は もどし 等）がきついと田が白穂になる 

 

4）天体に関するもの 

・ △ ほうき星が出ると不作 

・ △ 7月（＝旧暦）に三日月が出たら（又は を見ること（が）できたら）豊作 

・ △ 7月（＝旧暦）に三日月が拝めたら縄俵の用意をせよ（＝豊作になる） 

・ ▼ 梅雤に三日月が拝めたら米俵の用意をせよ 

・ ▼ お月さん（又は のんのんさん）が出ないと不作になる 

 

5）その他 

・ △ 井戸に早稲、中稲、晩稲の米を一粒ずつ落とし、最も良い音がしたものがその年によく実

る 

・ △ 正月の１日に雤が降ると早稲が不作、２日に降ると中稲が不作、３日に降ると晩稲が不作

になる 

 

② 他の作物関係 

・ 雷が早く鳴るとソラマメが生らん 

・ ソラマメの花が咲いているときに雷が鳴ると実がいらん 

・ ヘソビ（＝彼岸花）が咲き、金木犀が咲くと松茸が上がる 

・ 湿りが多いと松茸が上がる 
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（6）地震に関する伝承・諺の調査結果 

    地震に関する伝承・諺については、採録した内容を、動物、気象に関するもの等に分けて整理を

した。 

    なお、地震があることについて、郡内全域で「地震がいる」、一部で「地震がゆる」と言った。 

① 動物に関するもの 

1）山の動物 

 ・ ○ 山から動物がいなくなると地震がいる 

2）ネズミ 

 ・ △ ネズミが家からいなくなると地震がいる 

※「ネコが（布団の上を）はしゃるく（＝走り回る）と地震がいる」（水沢） 

3）キジ 

 ・ ○ キジが（夜に）鳴くと地震がいる 

4）ヘビ（アオダイショウ） 

  ・ △ ヘビが（家から）いなくなると地震がいる 

※ ヘビは郡域等（県内）で「クチナワ」「サトマワリ」「カイドマワリ」等としても採録 

   5）ナマズ 

 ・ ◎ ナマズが荒びる（又は 踊る）と地震がいる 

 ・ ○ ナマズが跳ねたり、ぐるぐる回ると地震がいる 

 ・ ○ ナマズが尾を振る（のを見る）と地震がいる 

 ・ △ ナマズが出てくると地震がいる 

    ※「ナマズが頭を振ると地震がいる」（三宅） 

 

② 気象に関するもの 

1）一般 

    ・ ○ 天気がおかしいと地震がいる 

    ・ ○ 天気（又は 照り）が続くと地震がいる 

    ・ ○ 蒸し暑くなると地震がいる 

    ・ ▼ 風のない曇った静かな日に地震がいる 

    ・ ▼ 風のない生ぬるい日に地震がいる 

2）雲（地震雲） 

・ ▼ 西の空が焼けると（＝山並みに沿って雲の筋が入り日光に光る）と地震が近い 

・ ▼ たな雲（＝真直ぐな雲で、向かい側は雲で覆われている）ができると地震が近い 

 

③ その他 

   1）井戸水 

    ・ ○ 井戸の水が（急に）底る（又は 無くなる）と地震がいる 

    ・ ▼ 井戸が干ぼると地震がいる 

2）その他 

・ ◎ 地震は返し（又は 揺り返し 等）が（最も）怖い 

・ ○ 地震がいる前には東の空が光る 

・ △ 地震がいる前には東で「ドン」と音がする 

    ・ ▼ 地震がいるとキジがなく 

    ・ ▼ 大きいナマズを取ると地震がいるので逃がせ 

    ・ 地震のいった時刻により「照り地震」、「降り地震」、と言った 

    ・ 山鳴りすると地震がいる  

※「地震がいった時刻により「日和地震」、「降り地震」と言った」（山女原） 
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（7）その他の伝承・諺等 

    天候等に関する伝承・諺の調査の中で、併せて採録した他の伝承等を、動植物、天体、季節・年

中行事、縁起と禁忌、健康と病気、地域に関するもの等に分けて整理をした。 

① 動物に関するもの 

   1）哺乳類 

・ △ 山から動物がいなくなると火事になる 

    ・ ▼ 山から動物がいなくなると山津波が来る 

・ ◎ ネズミが（家から）いなくなると（三日後に）火事になる 

    ・ ネズミが騒ぐと火事になる 

・ ネズミが家からいなくなると貧乏になる 

 

   2）鳥類 

・ ◎ カラスが変な鳴き方をする（又は カラス鳴きが悪い）と人が死ぬ 

・ コウモケガラス（＝人の子どもが生まれたことを鳴いて知らせるカラス） 

    ・ スズメ百まで踊りを忘れん 

・ ハトが鳴くと種まき時刻 

・ 野でタカのまねをして鳴くとネズミが逃げていく 

※「スズメが屋根に停まらないと火事になる」（山田） 

※「ニワトリがよさり（＝夜）に鳴くと火に気をつけよ」（楠原）   

 

   3）爬虫類 

    ・ ヘビ（又は クチナワ）が変な時期に出てくるとよくないことが起こる 

・ ▼ クチナワ（＝ヘビ）に赤褌をかけると験が良い（昔はヘビを見つけると「赤褌を取ってこ

い」とよく言った） 

・ サトマワリ（＝アオダイショウ）が（家から）いなくなると悪いことが起こる 

・ 白ヘビ（＝白いアオダイショウ）が家に入ってくると福が来る 

    ・ 白ヘビは神様の使い    

 

   4）両生類 

・ フクガエル（＝ヒキガエル）が軒下にいると験が良い 

  ・ フクガエルがいるとマブシ（＝マムシ）がいない  

・ ゴトゴトガエル（＝ヒキガエルか？）が鳴くと泤棒を呼ぶ   

・ カエルが玄関にいると験が良い 

 

5）昆虫その他 

・ 春の一匹、秋の千匹    

・ ツクツクボウシがツックンヨーシと４回鳴くと世の中が良い  

・ ツクツクボウシが栗に小便をかけるとはじく（青い栗がはじけていると「ツクツクボウシに

小便をかけられた」と言った）  

・ 蚊は悪水、ブト（＝ブユ）は清水に住む 

・ 羽アリが飛んでいく日は日柄が良い（＝縁起の良い日）  

・ スントリムシ（＝シャクトリムシ）に体の寸を取られると早く死ぬ 

・ ゲジ（又は ゲジゲジ）が頭をなめると禿げる 

・ 朝蜘蛛はほところ（＝ふところ）へ三べん入れよ  

・ 朝蜘蛛はほところへ入れよ、福が来る 

・ 宵の蜘蛛はけつ焼け、朝の蜘蛛はほところへ入れよ   
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・ ムカゼ（＝ムカデ）を見ると火事になる   

・ ムカゼは信貴山の使い者 

※「ハチが家に巣をかけると繁盛する（ので巣を取るな）」（土山町笹路） 

 

② 植物に関するもの 

・ 出穂に水（＝稲の穂が出る時期（:でほ、でほう）には水が必要）     

・ 出穂に火（を）焚け（＝稲の穂が出る時期に寒いと火を焚け）  

    ・ ちゅう（の）田植え（＝夏至前後の田植え） 

・ ナスビの花（と親の意見）は千の一つの無駄がない（又は 生らんためしなし） 

    ・ ミゴエ（＝ナタネの実が取れる時期） 

・ 枇杷を庭に植えると不幸がでる 

・ 藤を庭に植えるとふじ（＝良くないこと）が来る    

    ・ 笹（又は 竹）の花が咲くと不景気になる 

・ 竹は雪の顔を見ると虫が入る（＝春の竹は柔らかく虫が入りやすい、竹は秋に切れ）  

・ 野登山の熊笹を苗場の水戸口に差して水を入れると草がつかない 

・ サトイモの花が咲くと縁起が良い 

・ サトイモの花が咲くとふじ（＝良くないこと）が来る 

・ あんまり大きなカボチャが生るとふじが来る 

・ うどげの花（＝食物の葉に虫が卵を産みつけた状態）が咲くと悪いことがある  

・ 朝、霜が降りたら、日が昇るまでに水を打て（＝そうすると被害がない）   

・ 棘がある植物の花や葉を仏さんやお墓にあげてはだめ 

    ・ ドングリを食べるとどもりになる 

    ・ シタマガリ（＝彼岸花）の根を天井に上げておくとネズミがいなくなる 

    ・ シタマガリの根は熱冷ましになる 

※「小豆は土用三郎までいいが、土用五郎を過ぎると取れない」（楠原） 

※「浪速のアシに伊勢のハマオギ」（高野尾） 

 

③ 天体に関するもの 

・ △ おひさんが欠ける（＝日食）のはおひさんが病気（又は 病にかからはった、患わはる） 

    ・ △ 月食はお月さんが病気（又は 患わはる 病にかかる） 

・ 月に星が近いと人か死ぬ 

・ 三日月を拝むとお金が授かる 

   ・ ほうき星が出ると病になる 

・ ほうき星が出ると戦争が起こる 

・ 流れ星が自分の方へ飛んで来ると、「ほところ（＝ふところ）へ入る」と言い、縁起が良い 

 

④ 季節・年中行事に関するもの 

   1）春 

    ・ 節分の豆まきは、升に豆を入れて数粒ずつ「えべーす、だいこーく」と言って各部屋に撒き、

最後に「おにわそと」と言って家の外に玄関から撒き、表口を閉じた 

・ 昔は、節分に柊の枝に鰯の頭を差して玄関先に付け、「夜には表に出てはいけない」と言われ

た 

    ・ 彼岸さんの雤はやけどの薬 

・ 彼岸の中日さんに雤が降るとその水はとっとけ  

・ 彼岸の雤の水をとっておいて、火傷につけると痕が残らない 

・ 彼岸に天気が良くないと世の中良くない 

※「彼岸の中日さんは彼岸の他の日とかけあう（＝彼岸の中日さんの天気は彼岸内の他の日を足しただけの価値が
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ある）（萩原） 

        ※「4月3日（しがさんち＝旧暦）に雤降らなば、池のまといも照り返す（＝池底が光る）（萩原、楠原） 

 

  2）夏 

・ 7月の初めは田植えあがり、7月14日は本あがり 

・ 初めて田植えをする日にはご飯にきなこをかけて食べ、それを「花かけ」と呼んだ（＝稲に

良い花が咲き多く実るように、という意味） 

・ 田うちあがり（＝最初の田の植えた後の休憩）  

・ 土用三日かかったらいい（＝土用のうちに三日あれば種を播ける）    

       ※「せつの中日さんには「立っとる鍬にも蓑笠つけよ」と言った（＝田植えで大変忙しい）」（楠平尾） 

 

   3）冬 

    ・ 池は寒の満水（＝冬には池を満水にしておけ） 

・ 冬至にはカボチャを食べる 

 

⑤ 縁起と禁忌に関するもの（※ 他で出たものは除く） 

・ 結婚式のぱらぱら雤は良い 

・ 赤褌を（頭に）かぶせてもらうと運が良くなる（かぶせてもらいによく女郎屋へ行った） 

・ 井戸の水があふれる夢を見ると家がのだつ（＝運が良い、繁盛する）  

・ 自分が死ぬ夢を見ると長生きする    

・ 午の日に餅つくな     

・ 12月29日に餅つくな（＝9は苦で、苦もちは良くない） 

・ 29日の餅は良い  

・ 年の初庚申に当たると運が良い    

    ・ 土用に入ったら杭を打つな（＝土の神様をこつくため） 

・ 月の７日に旅立ちするな、帰るまいぞ９日に   

・ お墓でこけると靴を片方置いて帰ってこなあかん   

・ 墓でこけると早く死ぬ  

・ 夜に笛を吹くとヘビが来る    

・ 夜に爪を切ると親の死に目に会えない    

・ 咲いている花を摘んで、髪の毛に差してはいけない    

・ ご飯を食べた後すぐ寝ると、牛になる    

・ 女はいない棒を跨ぐとあかん    

 

⑥ 健康と病気に関するもの 

    ・ 頭が痛いときは、おでこに梅干を張れ     

・ 風邪を引いたときは、手拭いにネギを入れて首に巻くと良い  

・ 節分の豆を取っておいて、仏さんにあげ、田村さん（＝田村神社）に上げに持ってけ（＝厄

落とし） 

・ 節分の豆を食べると夏痩せしない    

・ メンボ（＝ものもらい）ができたら、目をつぶって米粒を井戸へ落とせば治る  

・ しゃっくりが出たら、茶碗の上にお箸を十文字に置き、そこにお茶を入れて４回で飲み干す

と治る 

・ しゃっくりが出たら、左手の手のひらに犬という字を3回書いて握れば止まる 

※「（大き目の）ラッキョの生を炊いて食べると年中無病」（水沢）    

 

⑦ 地域に関するもの 
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   1）伊勢の地 

・ 伊勢路において地震に心配するな  

・ 伊勢路においてもの案じするな（＝人通りがあるから生きていける） 

・ 伊勢の片目のかたちん、片まいげ 

※「伊勢の片目、かたぴん」（三宅） 

 

   2）鈴鹿郡内 

・ 加太の相撲は三人がかり  

・ 関は良いとこ入れば地獄 

※「加太の炭を背負う（＝死ぬ）」（木田）    

 

⑧ 干支に関するもの 

・ ○ 午の早い年は火高い（＝火事が多い） 

・ ▼ 猿、酉、越えて、戌の怖さ（＝戌年は怖いことが起こる） 

        

⑨ 人間関係に関するもの 

・ 親と子じゃもの、行かいじゃ来いじゃ、新小道の小草の枯れるほど  

・ 鬼の居ぬ間に洗だくじゃぶじゃぶ   

 

⑩ その他 

・ ◎ いわし雲が出るとイワシが豊漁（で安くなる）    

・ 前触れにためしなし（＝前触れがあると、必ずそうならない）   

・ 前触れにものもらうためしなし    

・ かきもち（又は  あられ）は貧乏人の子に焼かせ、もちは大名の子に焼かせ    

・ 隣のボタモチ、くれそうでくれやん    

・ しがんぼ（＝けち）のボタモチ、くれそうでくれない 

・ 西の山が赤くなると凶変が起こる      

・ 井戸の水が底る（＝無くなる）と新庄が下る（＝家運が悪くなる）    

・ 山根貧乏（＝山に近いとよく雤が降り金儲けができない）  

・ 山豊作、畑貧乏（:はたびんぼう）         

・ 飢饉になると椎の実を拾いに行く   

・ 感謝せんと不作になる     

・ 会食（＝田舎の家での会食）で酒などを飲みなかなか自宅へ帰らない人がいると、「かいど

（＝前庭）にほうきを逆さまにして立てよ」と言った 

    ・ 立てば大木、座れば引き臼、歩く姿は豚の尻   

・ 「牛が足を悪くするから」と言って、夕方になると塩を売ってもらえなかった 

・ 川でおしっこをするときは「川の神様杓一杯どうぞ」と言った   

・ 仕事は大勢でせよ、おいしいものは小勢で食べよ     

・ ゆいつぎ（＝口頭での言い伝え） 

・ 天火を20歳までに見たら、何度もみる 

※「春はボタモチ、秋はオハギ」（楠原） 

 


